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アクアポリン分子イメージング

新潟大学脳研究所で独自に開発したリガンドTGN020 を用いて、世界に先駆けて PETによるヒト脳
におけるアクアポリンの画像化に成功した。図 (a) は、TGN020 のオートラジオグラフィー（ARG）
の結果で、AQP4 ノックアウトマウス（AQP4(-/-)）では野生型マウス（WT）と異なり集積を認めない。
図 (b) は、脳腫瘍（Glioblastoma）患者のアクアポリン PET画像（左：水平断、右：矢状断）で、腫
瘍本体に強い集積（赤）を認め、悪性腫瘍におけるアクアポリンの分布特性が解析できる。
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